
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書】（小学校用） 
  
  都道府県名   埼玉県 
 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）  

 学校名   さいたま市立常盤小学校 

 学 年  １年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  特殊学級  計  教員数

 学級数   ３    ３    ４     ３    ４   ４     ５  ２６ 

 

 児童数  115   116   147  105  132 
 (2) 

  128    31   774 
 (2 ) 

  ３２ 

 
 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題  
  豊かな心を持ち、たくましく生きる子どもをめざして 

  算数科「自ら考え、共に学び合う子どもをめざして」 
 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科  
  ＊ 実施学年及び教科を選択した理由 

  ・１～６年生・算数 
        児童の理解の状況に差が出やすい教科、学年であるため。 

 
  (2) 年次ごとの計画  
  平 

 成 
 15 
 年 
 度 

 ○テーマ 自ら考え、共に学び合う子どもをめざして 
 ○仮 説 
  少人数指導を導入すれば、 
  ①個に応じた指導ができ、基礎・基本の確実な定着をはかることができる 
   であろう。 
  ②算数的活動の場を多く設定することができ、そこから考える力を伸ばす 
   ことができるであろう。 
   ③複数の教師の目で子どもを見守り、より子どもの力をとらえることがで 
   き、指導に生かすことができるであろう。 
 ○研究の内容・方法 
   ①年間指導計画・評価基準の作成 
  ②児童の実態の把握 
  ③少人数指導の形態について検討と授業実践 

  
  平 

 成 
 16 
 年 
 度 

 ○テーマ 自ら考え、共に学び合う子どもをめざして 
 
 ○研究の見通し(仮説) 上記と同じ 
 
 ○研究の内容・方法 
   ①教科の特性を生かした少人数指導・習熟度別指導の指導方法・移動形態 
 の研究 
  ②教員の指導力向上のための授業研究 
  ③教材開発（算数的活動や習熟度別・発展的内容） 
  ④評価の工夫 

 
    
 
 
 



 
 
  (3) 研究推進体制  
  ＊ フロンティアスクールとしての実践研究組織 

 
 校 長 → 教 頭 → 研究推進委員会 → 全体会 → 算数パート → 各学年 
 
 ＊ 特に工夫している点 
  ①算数科指導体制の工夫 各学年週３時間複数教師による指導時間の確保 
  ②学習形態（エ）の場合にはサポーターによる協力で実施 

 
 
Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題 
 １．研究の成果  
  （１）少人数指導の効果的な形態の検討 

 
   ア支援学習 
   教師１が主として授業を進め、教 
  師２が個別支援、評価等を行う。低 
  学年などで学習の取り組みへの個人 
  差が大きい時に効果的である。 
 
   イ グループ学習 
   学級を２グループに分けて少人数 
  にして同じ内容を学習する。発表の 
  機会が増え授業に積極的に関われて 
  効果的である。 
 
                    ウ 問題・方法選択学習 
                     興味・関心に応じた問題や方法別グ 

 ループで学習する。興味・関心に応じ 
 た問題や方法に挑戦すること「自ら考 

                    える」ことに意欲的になれる。 
 
                    エコース学習（習熟度別学習） 
                      「なるほどコース（復習）」「ばっ 
                     ちりコース（補充）」「チャレンジ 
                     コース（発展）」に分かれて学習す 
                     る。子どもは本時までの学習状況 
                     や診断プリントから自分が学習した 
                     いコースを選ぶ。 
 
 （２） 年間指導計画に学習形態の位置づけ 
       年間指導計画に効果的な学習形態を位置づけ、計画的に指導することで基 
    礎・基本の確実な定着を図る。 
 

   ２年年間指導計画 例 図をつかってかんがえよう［たし算とひき算］ 
 

時 目標 学習活動 おもな評価規準 資料 指導上の留
意点 

形態 

１ 
 

○減法逆の加法
の問題解決を通
して加減の相互
関係について理
解する。 
 

・減法逆の加法の問題
場面であることをと
らえる。 
☆テープ図を用いて
数量の関係をとらえ 

関問題構造をテ
ープ図に表すと
加減の相互関係
がとらえやすく
なるように気づ 

絵図 
テープ
図 

・テープ図
の初歩的な
内容の問題
文にそって
順に構成し 

コース学習
（なるほど・
り） 

 
 （３）少人数サポータ計画・依頼 
    地域の方で教員免許を持っている方。（現在４人） 
 

 



 
  ２．今後の課題  
  〔課題〕と（時） じかん：教員間の共通理解を図るための共通の教材研究の時 

               間の設定が望ましい 
     き（教師） ひと ：形態ウとエは、教師が3人いることが望ましい 
         わ （輪） ばしょ：1クラス3ヶ所の学習の場が望ましい 
 
 ＊ 日課表の工夫・少人数サポータの充実・多目的教室の利用計画等で課題を解 
  消していく。 

 
 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組  
  ＊教育活動アンケート 

 【調査の目的】教育課程の実施状況について、現状・成果・課題等を明らかにす 
        るため児童・保護者・教職員が行い次年度の教育課程の編成に向 
        けて参考とする。 
 【実施内容】別紙参照 
 【時期】平成１４年１２月・平成１５年１２月に実施 

 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及  
  今年度 

 ＊ 研究会 平成１５年１０月３０日 対象：保護者・地域・周辺校 
 ＊ 教育活動公開週間 平成１５年２月１６日～２０日 対象：保護者・地域 
 ＊ 研究紀要作成 
 今後の予定 
 ＊研究会 平成１６年１０月予定 
 ＊教育活動公開予定 
 ＊研究紀要作成・学び方ノートの作成 など 

 
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
    【新規校・継続校】      レ１５年度からの新規校      １４年度からの継続校 
 
    【学校規模】             ６学級以下             ７～１２学級 
                             １３～１８学級         １９～２４学級 
                            レ  ２５学級以上 
 
    【指導体制】            レ  少人数指導         レ   Ｔ．Ｔによる指導 
                              一部教科担任制        その他 
 
    【研究教科】              国語         社会     レ 算数      理科 
                              生活         音楽     図画工作   家庭 
                              体育         その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       レ有       無 
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